　　　　　　　　　　　　　伊那食品工業（株）訪問記

　　　　　　　　　　　　早稲田大学　木下俊彦

１．訪問目的

さる6月21（日）、22日（月）に長野県にある知る人ぞ知る伊那食品を訪問をしてきました。資本金1億の中小企業だからといって軽視するなかれ。以下を読み進めば、私のいう意味がお分かりになるでしょう。

訪問の主目的は、この不況下でも元気な企業を訪ね、その経営姿勢などを探ること。

２．寒天パパの商標の伊那食品工業

目当ての企業とは、「寒天パパ」の名で有名な伊那食品工業。長野県では非常に有名で、全国の学生にも大人気の企業。前々から、同社訪問を企図していましたが、なかなか実現できませんでした。今春、長野の神代桜や高遠の桜の花見に行ったとき、エプソンの蘇州工場総経理などを歴任された友人の五味嗣夫氏が、昨年4月から茅野の諏訪東京理科大教授に就任していたことを思い出し、同氏経由でお願いしていたところ、22日ならどうぞという回答があったため。同社は、従業員わずか400人弱ですが、資本金9,680万円、売上は160億円（07年）、国内の寒天のシェアの8割を持っています。

３．寒天の用途と諏訪が発祥の地となった理由
　寒天て何に使うの？と思われるかもしれませんね。日本が世界で一番消費量が多いようです。昔なつかしい「ところてん」（もともとは中国から渡来）も寒天の一用途ですが、日本では、ようかんなど高級和菓子屋の原料に大量に使われています。科学技術庁から発表された食品２２７品目の食物繊維含有量の、ベスト５のうち、４品目までが海藻類で、その一位が寒天。食物繊維には、血圧やコレステロ一ル、血糖値を低下させ、肥満を防ぐ、便秘を解消する、大腸ガンを予防するなどの生理機能がある由。多分、皆さんが知らない用途が、生物系研究機関や病院での菌培養のための「培地」。さらに、意外な用途は、歯型を作る材料。同社は、研究開発に多額の資金を投入しており、品質の高さには自信を持っています。寒天の原料となるテングサなど海藻類は、日本では、伊豆七島が有名とのことですが、モロッコ、インドネシア、チリ、韓国など海外からの輸入依存が大きい。原料のテングサなどを煮沸、汁を冷結させる。昔は、冬の凍りつくような寒さの中で作ったので寒天の名がついた由。冬寒く、きれいな水が豊富にあるということで諏訪湖周辺が寒天産業発祥の地となった由。

４．赤松林の中の美しいオフィス・工場で「年輪経営」
　　同社は、樹木、花、山に囲まれた２万平米の自然環境の中にあります。まるで、広大な別荘地の中に本社や技術センターやメセナ館がある感じ。リストラなしの「年輪経営」（永続企業を目指し、利益率は創業から時間がたてば経つほど、小さくしてなるのが自然、という独特な哲学）を行い、48年増収増益（最近2年は減収増益）。日刊工業社の「優秀経営者顕彰制度」の最優秀賞や中小企業研究センターの「グッドカンパニー大賞」などの賞も受賞。最近、坂本光司法政大学院教授が書いた『日本でいちばん大切にしたい会社』（あさ出版）という本でとりあげたベスト5社に入っています。最近の『日経ビジネス』でも元気な企業として会長のコメントが取り上げられました。超有名人の会長・塚越寛氏（71歳）は、伊那北高校の学生の時に結核になり、3年寝たきりで闘病したという大変な苦労人。売上１６０億円、株式上場はせず、むやみな金儲けや過当競争は一切しない、利益は地元に思いきって還元し、また、環境整備、メセナ文化活動に貢献するという哲学。そのイニシアティブをとっている塚越会長にちょっとでもお会いできればありがたいと思ってうかがいました。その塚越会長が、約束の時間通りに応接室に入ってこられました。　
５．塚越会長との不思議な縁
　冒頭、会長は、にこにこしながら今日は何の取材ですかといわれました。会長に会って、確かに見覚えがあるような顔だと思いました。私は、「会長が毎日何を考えておられるのかを知りたくて、東京から来ました。実は、15年前に、モロッコ・カサブランカの飛行場の待合室で時間待ちをしていたところ、『自分は長野の伊那食品のものですが、あなたは日本人では。なんでこんなところまで来られたのですか、---- 』と突然声をかけられ、伊那食品という長野の会社がモロッコで海藻の栽培、回収（「開発輸入」）をしていることを知りました。以来、伊那食品の名前をあちこちで見て、いつか伺いたいと思いつつ、今日に至ってしまいました」と回答。すると、会長はそれは間違いなく自分だ、当時毎年1回、部下を連れて原料地のモロッコ、チリなどを回っていましたから、奇遇ですね、と応答。それから、内外の経済状況や企業の生きざまを議論、意気投合。
６．同社の経営ビジョン：「たくましく、そして、やさしく」
同社の経営ビジョンは、「人を幸せにする」、「いい会社をつくりましょう～たくましく、そして、やさしく～」、「急成長は善でない」と力説。二宮尊徳、論語が経営の原点になっている由。いまなぜ二宮尊徳なのか。現代流にいえば、四半期経営に陥らず、長期的観点を重視した経営をせよというもの。江戸後期に農村復興運動を指導した二宮尊徳はそう喝破していた。なるほど、分かりやすいたとえだ、納得、納得。
遠きをはかるものは富み、近きをはかるものは貧す。
それ、遠きをはかる者は百年のために杉苗を植う。まして春まきて秋実る物においてをや。故に、富有なり。
近きをはかる者は、春植えて秋実る物をも尚遠しとして植えず。　唯眼前の利に迷うてまかずして取り、植えずして刈り取ることのみ眼につく。故に、貧窮す。
会長の哲学は、企業は永遠たるべし、ということで、応接室にも、100年カレンダーがかかっている。実際に使うかどうかは別にして、まことにユニーク。さらに、当方の質問に応じて、世界での寒天ビジネスの現状、原料調達戦略を解説していただいた。結局、予定の時間を大幅に超えてなんと4時間、社内施設やメセナ活動の現場まで雨中を自らご案内いただく栄を得ました（添付ファイル参照）。この経済危機の時期に、社内の空地に大きな和風の美術館建設に着工するというのですから大したものです。彼にいわせると、最近、日本企業は皆ケチになった、そして、人を簡単に切る、他社と同じものを作り、安売りする、だから悪循環となる。こういうときこそ、企業経営者はケチになってはいけない。なぜ、企業がそういう風に追い込まれるかといえば、証券アナリストや格付会社があおるから（それが米国流キャピタリズム）、とのこと。結果、長期経営ができなくなり、忙しいだけで誰も利益を上げらない社会になっていく。だから、うちは上場はしない。この際、日本企業は経営哲学を変え、昔の日本流経営に戻らなければじり貧になるだけというご託宣。会長の近著「いい会社をつくりましょう」（文屋発行）にも、そういう話が書かれています。また、「ひとと経営研究所」所長をしている大久保寛司氏（かつてＩＢＭで「経営品質」を担当）の講演録（添付ＰＤＦ）を知人からもらいましたが、そこに、塚越会長との何十時間におよぶ懇談のエッセンスが出ていて（13ページ）、ＩＢＭにいた人がとちょっと驚きました。同氏によると、５００冊のビジネス書の中で1冊選べと言われれば、塚越会長の著書「いい会社をつくりましょう」（長野県・文屋発行）を勧めたいとあります。また、ＮＨＫが本年3月に、塚越会長にインタビューをしています。これも参考になります。　http://www.nhk.or.jp/k-rasinban/backnumber/090322.html　　

７．一歩早い、環境重視経営

これまた、偶然ですが、今回、同社訪問のアレンジをしてくださった五味教授（当時、滋賀県の野洲電機社長）と最初に知り合ったのが、市ヶ谷にある高井法律事務所。塚越会長との雑談の中で、その代表の高井弁護士の話がでたので、同氏に連絡を取ったところ、同氏自身で、伊那食品を訪問して感激し、同弁護士事務所会報の巻頭言に同社の環境経営のことを書いたとの返事がありました。一読ください、素晴らしい紹介です（添付）。

８．「もっと、話し合いましょう」
　最後に、会長から、次回は自分の木曽の山荘にきてもらって、若者教育、内外のライフスタイルの変化、将来の企業のありかたについて意見交換をしましょうという提案がありました。なんともありがたいことです。なお、同社の求める人材像は、何よりも協調性があり、元気がよくて、気持ちがよく、自分のことよりも家族、地元のことを真剣に考える粘り強い人材を求め続けるということでした。なにしろ、上からの命令がないのに、自発的に社員が早朝や土日に草花や木の手入れをするというのですから、海外では、いや、国内でも相当珍しい。

　伊那食品のように地域密着型の中小企業の場合、株式を公開せず、社会や自社に適した「年輪経営」の道もあるということです。われわれが、「ナンバーワン企業」ならぬ「オンリーワン企業」を目指して実績を上げてきている同社の経営姿勢から学べる点は多いと思います。経営コンサルタント代表をしている後輩にこの話をしたところ、自分は米国でMBAとなったが、異文化の日本の中小企業の場合、できれば株式上場しないで日本流の長期的経営をすべき、というのが彼の持論で、伊那食品はまさに彼にとっても適切なモデルだといっていました。皆さんはどう思いますか。
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